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六
月
二
〇
日
東
京
地
本
会
議
室
に
於
い
て
、
東

京
貨
物
協
議
会
「
学
習
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

榎
戸
副
議
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
、
東
京
貨
物
協
議

会
長
島
議
長
か
ら
主
催
者
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
挨
拶

で
は
、
東
京
地
本
石
上
委
員
長
か
ら
組
織
強
化
拡
大

の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
続
く
東
日
本
本
部
平
田

特
別
執
行
委
員
か
ら
夏
季
手
当
低
額
回
答
や
安
全
問

題
に
つ
い
て
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
国
労
文
化
編
集
部
鈴
木
好
代
氏
の
講
演

で
は
、
会
社
の
狙
い
と
職
場
の
問
題
点
と
課
題
、
そ

し
て
仕
事
を
中
心
と
し
た
職
場
討
議
の
大
切
さ
な
ど

に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
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訴
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よ
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採
用
差
別
「
横
浜
人
活
訴
訟
」
第
一
三
回
口

頭
弁
論
が
六
月
四
日
、
横
浜
地
裁
一
〇
一
号
法

廷
で
開
催
さ
れ
、
当
日
は
早
朝
か
ら
関
内
駅
頭

で
の
宣
伝
行
動
に
始
ま
り
、
傍
聴
券
獲
得
に
多

く
の
組
合
員
・
家
族
、
Ｏ
Ｂ
・
支
援
者
が
参
加

し
法
廷
が
埋
め
つ
く
さ
れ
た
。

　

午
前
中
の
証
人
尋
問
は
、
元
神
奈
川
地
区
本
部
委

員
長
久
保
澤
氏
、
元
横
浜
人
活
訴
訟
原
告
遊
佐
氏
の

二
名
か
ら
当
時
の
東
神
奈
川
電
車
区
、
横
浜
支
部
管

内
に
於
け
る
国
労
差
別
の
実
態
と
横
浜
人
活
事
件

で
の
無
罪
判
決
に
つ
い
て
証
言
が
な
さ
れ
た
。

　

休
憩
を
挟
ん
で
午
後
の
法
廷
で
は
原
告
・
松
本

氏
、
平
石
氏
、
岡
氏
の
三
人
の
証
人
尋
問
に
入
り
、

「
人
活
セ
ン
タ
ー
」
の
実
態
と
停
職
処
分
理
由
の
「
業

題
に
な
っ
て

い
る
」、
駅
職

場
か
ら
は「
技

術
継
承
問
題

や
事
故
が
続

発
し
て
い
る

問
題
も
あ
る

が
、
現
場
管

理
者
は
基
本

動
作
の
み
を

問
題
に
し
て

く
る
。
長
時

間
作
業
が
未
改
善
の
問
題
や
、
引
継
ぎ
作
業
な
ど
作

業
者
に
よ
る
内
容
の
バ

ラ
ツ
キ
も
あ
り
、
仕
事

に
対
す
る
不
安
も
出
さ

れ
て
い
た
。」、
検
修
職

場
か
ら
は
「
多
能
工
化

が
非
常
に
増
大
し
て
い

る
。
一
方
で
技
術
継
承

に
は
危
惧
が
あ
り
『
ミ

ス
』
や
『
事
故
』
も
多

発
し
教
育
問
題
が
大
き

な
課
題
。
落
失
物
に
よ

る
臨
時
検
査
で
は
、
作

業
者
に
今
ま
で
以
上
の

負
担
が
か
か
り
、
支
社

ご
と
に
異
な
る
整
備
基

準
な
ど
明
確
に
し
て
ほ

し
い
」、
保
全
職
場
か

ら
は
「
建
築
で
は
若
い

人
が
配
属
さ
れ
ず
、
一

方
で
建
築
学
校
出
身
者

を
配
属
す
れ
ば
技
術
継

承
も
で
き
る
の
に
会
社

は
異
な
る
職
場
へ
配
置

し
て
い
る
。
エ
リ
ア
拡

大
の
中
で
東
京
か
ら
遠
距
離
に
な
っ
て
い
る
な
ど
問

題
も
出
て
い
る
。」
な
ど
報
告
さ
れ
、
貨
物
職
場
の

実
態
や
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
き

た
。

　

そ
の
後
、
長
島
議
長
に
よ
る
ま
と
め
と
し
て
「
分

散
会
で
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た
。
職
場
を
改

善
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
国
労
の
意
思
の
表
れ
で
も

あ
る
。
技
術
継
承
問
題
は
多
く
の
職
場
の
課
題
で
あ

り
、
一
方
で
「
仕
事
を
し
て
い
る
だ
け
で
精
一
杯
」

と
い
う
状
況
。
そ
の
中
で
「
安
全
軽
視
や
事
故
の
多

発
も
あ
る
。
労
働
条
件
改
善
と
組
織
拡
大
に
全
力
を

あ
げ
よ
う
」
と
述
べ
ら
れ
、
眞
田
副
議
長
に
よ
る
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
の
分
散
会
は
「
運
転
・
駅
・
検
修
・
保
全
」

の
四
系
統
に
分
け
行
わ
れ
、
運
転
職
場
か
ら
は
「
国

労
加
入
に
伴
う
経
過
の
報
告
が
さ
れ
た
。
一
方
で
要

員
問
題
な
ど
今
の
時
期
だ
け
乗
り
切
る
特
別
な
ダ
イ

ヤ
で
凌
い
で
い
る
状
況
も
あ
る
が
先
行
き
は
不
透

明
。
嘱
託
社
員
の
問
題
に
つ
い
て
も
明
確
な
ル—

ル

も
な
く
今
後
ど
う
い
う
見
直
し
を
し
て
い
い
か
が
課

第
一
日
目

第
二
日
目

三
位
決
定
戦

⑬
新
橋
支
部
Ａ

東
京
駅

⑨
大
井
工
場
支
部

⑩
新
幹
線
地
方
本
部

⑪
大
宮
Ｂ

電
気
連
合

⑫
神
奈
川
Ｂ

横
浜
線
連
合

⑤
神
奈
川
Ａ

中
原
電
車
区

⑥
大
宮
Ａ

大
宮
工
場

⑦
上
野
支
部

施
設
連
合

⑧
八
王
子
Ｂ

豊
田
車
両
セ

①
自
動
車
支
部

②
中
央
支
部

③
八
王
子
Ａ

八
王
子
地
区
協

④
新
橋
支
部
Ｂ

東
京
貨
物
タ
駅

Ａ-1 Ｂ-2 Ｂ-1 Ｃ-1

Ｄ-3Ａ-3

第３７回国労東京委員長杯争奪軟式野球大会

Ａ-2

3-Ｂ3-Ｃ

務
執
行
妨
害
」
の
事
実
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
証

言
し
、
最
後
に
そ
れ
ぞ
れ
三
人
よ
り
裁
判
所
に
対
し

「
停
職
処
分
の
無
効
と
解
雇
無
効
の
判
決
を
一
日
も

早
く
出
し
て
ほ
し
い
」
と
涙
な
が
ら
に
訴
え
、
証
人

尋
問
を
終
了
し
た
。

　

裁
判
長
か
ら
は
次
回
期
日
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の

夏
季
休
廷
前
に
指
定
し
た
が
、
被
告
側
は
先
延
ば
し

を
主
張
し
、
裁
判
長
の
強
い
決
意
で
次
回
一
四
回
口

頭
弁
論
が
八
月
六
日
、
一
一
時
か
ら
と
決
ま
っ
た
。

　

裁
判
後
の
報
告
集
会
で
は
、
神
奈
川
地
区
本
部
姉

崎
書
記
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
本
部
小
池
業
務
部

長
、
西
日
本
本
部
田
中
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
相
鉄

労
組
高
橋
事
務
局
長
か
ら
の
連
帯
あ
い
さ
つ
、
引
き

続
き
弁
護
団
か
ら
「
裁
判
長
の
強
い
決
意
の
表
れ

で
次
回
期
日
が
決
定
さ
れ
た
。
八
月
六
日
を
最
終

弁
論
、
結
審
に
し
た
い
」
と
決
意
表
明
が
な
さ
れ
、

そ
の
後
、
証
人
二
人
と
原
告
三
名
と
家
族
か
ら
の
感

想
と
引
き
続
き
支
援
の
訴
え
が
な
さ
れ
、
最
後
に
神

奈
川
地
区
本
部
中
澤
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
終
了
し
た
。

東
京
貨
物
協
議
会

六
・
二
〇
学
習
交
流
会
を
開
催

〜
分
散
交
流
会
〜

技
術
継
承
に
不
安
の
声
が

東戸塚駅東戸塚駅

6/11

　

才
営
業
主
任
・　

才
営
業
指
導
係

58

47

２
名
の
仲
間
が
国
労
加
入
（　

 

・　

）

東
労
組
か
ら

JR
２
名
の
仲
間
が
国
労
加
入
（　

 

・　

）
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二
日
目
は
摩
文
仁
平
和
祈
念
公
園
平
和
の
火
前
か

ら
出
発
し
八
重
瀬
町
、
南
城
市
、
南
風
原
町
ま
で

の
沖
縄
戦
の
足
跡
を
た
ど
る
一
六
．
七
ｋ
ｍ
を
行

進
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
糸
数
ア
ブ
チ
ラ
ガ
マ

（
南
城
市
玉
城
字
糸
数
に
あ
る
自
然
壕
）
を
見
学

す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
沖
縄
戦
時
に
も
と

も
と
は
糸
数
集
落
の
避
難
指
定
壕
だ
っ
た
が
、
日

本
軍
の
陣
地
壕
や
倉
庫
と
し
て
使
用
。
そ
の
後
、

陸
軍
病
院
の
分
室
が
開
設
さ
れ
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒

隊
を
含
む
病
院
ス
タ
ッ
フ
が
入
り
、
傷
病
兵
の
治

療
・
看
護
を
し
た
。
し
か
し
、
薬
品
・
医
療
器
具

等
も
少
な
く
、
手
術
と
い
っ
て
も
、
麻
酔
な
し
の

手
足
の
切
断
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
こ
を
病
院
が
撤

退
す
る
時
、
重
症
の
兵
は
置
き
去
り
に
さ
れ
た
歴

史
が
あ
っ
た
。

　

三
日
目
は
浦
添
市
役
所
前
か
ら
出
発
し
嘉
数

（
か
か
ず
）
高
台
公
園
（
日
本
軍
の
陣
地
が
あ
っ

た
）、
嘉
手
納
基
地
前
で
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
行
い
「
復
帰
三
七
年　

五
・
一
五
平
和
と
く
ら

し
を
守
る
県
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
る
宜
野
湾
市

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
結
成
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
営

業
関
係
で
は
特
に
業
務
委
託
駅
の
拡
大
に
よ
り
会

社
と
の
交
渉
形
態
が
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、
分
会
の

再
編
に
よ
り

委
託
駅
と
直

轄
駅
と
の
間

の
要
求
の
す

り
合
わ
せ
な

ど
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
び
、

今
後
拡
大
す

る
で
あ
ろ
う

業
務
委
託
駅

の
要
求
前
進

の
一
歩
と
な

る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

五
月
一
五
日
〜
一
七
日
で
実
施
さ
れ
た
沖
縄

平
和
行
進
に
、
国
労
本
部
か
ら
の
派
遣
と
し
て

全
国
の
仲
間
と
と
も
に
参
加
し
て
き
た
。
ま

た
、
多
く
の
国
労
の
仲
間
が
各
地
域
ご
と
の
共

闘
運
動
の
形
で
参
加
し
た
。
私
達
が
参
加
し
た

南
コ
ー
ス
は
、
集
団
自
決
で
の
軍
の
関
与
は
な

か
っ
た
と
歴
史
教
科
書
を
書
き
換
え
、
改
ざ

ん
す
る
動
き
に

対
し
、
沖
縄
戦

の
事
実
と
教
訓

を
学
ぶ
コ
ー
ス

だ
っ
た
。

　

一
日
目
は
那

覇
市
役
所
前
を

出
発
し
南
へ
向

か
い
、
豊
見
城

市
、
糸
満
市
ひ

め
ゆ
り
の
塔
ま

で
の
一
九
．
二

ｋ
ｍ
を
歩
い
た
。

　

大
宮
地
区
本
部
内
で
は
会
社
の
体
制
に
見
合
っ
た

分
会
組
織
作
り
と
、
分
会
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
分
会
の
再
編
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は

従
来
の
分
会
配
置
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
線
区
別

に
会
社
の
体
制
と
も
マ
ッ
チ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
要

求
作
り
や
交
渉
な
ど
で
も
実
態
に
見
合
っ
た
運
動
を

行
う
た
め
の
再
編
作
業
で
、
営
業
関
係
で
は
六
月
三

日
に
は
川
越
線
連
合
分
会
と
、
川
越
駅
分
会
を
統
合

す
る
た
め
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
会
の
解
散
と
同
時
に

新
分
会
「
国
労
川
越
線
駅
分
会
」
の
結
成
大
会
が
大

宮
地
区
本
部
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。

　

新
分
会
の
分
会
長
に
は
南
波
洋
之
氏（
南
古
谷
駅
）

が
選
出
さ
れ
、「
新
分
会
の
も
と
で
組
織
拡
大
な
ど

の
課
題
に
全
員
で
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
と
決
意
が
述
べ
ら

れ
た
。

　

地
区
本
部
内
で
は
さ
ら
に
武
蔵
野
線
内
分
会
の
再

編
と
京
浜
東
北
線
内
分
会
の
再
編
も
決
定
し
て
お
り
、

な
釣
り
船
が
二
〇

隻
ほ
ど
集
結
。
大

き
な
ア
ジ
を
メ
イ

ン
に
時
お
り
サ
バ

も
混
じ
っ
て
次
々

に
釣
り
上
げ
て
ゆ
く
。
昼
前
に
は
三
浦
海
岸
沖
に

移
動
。
地
本
交
流
会
で
使
う
マ
ホ
ロ
バ
を
正
面

に
見
な
が
ら
海
釣
り
を
続
行
す
る
も
、
徐
々
に

あ
た
り
が
少
な
く
な
っ
て
い
っ
て
十
四
時
半
に

終
了
し
帰
途
に
つ
い
た
。「
つ
り
幸
」
に
戻
り
そ

れ
ぞ
れ
釣
っ
た
ア
ジ
の
中
か
ら
大
き
い
三
匹
を

計
量
の
結
果
、
大
井
工
場
支
部
の
佐
藤
治
さ
ん

の
優
勝
と
な
っ
た
。

　

優
勝
…
佐
藤
治　
　
（
大
井
工
・
車
体
科
）

　

二
位
…
由
利
尚
之　
（
大
井
工
・
部
品
科
）

　

三
位
…
栗
原
哲　
　
（
大
井
工
・
Ｏ
Ｂ
）

　

三
位
…
武
笠
秀
也　
（
新
橋
・
田
町
車
セ
）

　

六
月
二
〇
日
、
国
労
東
京
第
九
回
海
釣
り
大
会

が
開
催
さ
れ
た
。
早
朝
六
時
に
川
崎
市
の
「
つ
り

幸
」
に
集
合
。
総
勢
一
三
名
で
船
を
一
隻
借
り
切
っ

て
出
航
し
た
。
朝
も
や
で
周
り
が
見
え
な
い
東
京

湾
を
進
む
こ
と
一
時
間
。
朝
も
や
も
晴
れ
全
く
波

も
な
い
絶

好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ

ン
で
船
酔

い
に
も
な

ら
ず
、
久

里
浜
と
金

谷
の
中
間

地
点
で
海

釣
り
開
始
。

周
り
に
は

同
じ
よ
う

海
浜
公
園
野
外
劇
場
ま
で
の
一
〇
．
三
ｋ
ｍ
の

行
程
だ
っ
た
。
三
日
間
で
県
内
外
か
ら
延
べ
約

七
一
〇
〇
人
（
主
催
者
発
表
）、
県
民
大
会
へ
の

参
加
者
は
約
三
五
〇
〇
人
（
同
）
だ
っ
た
。

　

三
日
間
を
通
し
、
終
戦
か
ら
六
〇
年
以
上
経
過

す
る
沖
縄
は
多
く
の
米
軍
基
地
が
あ
る
事
に
よ
り

米
兵
が
起
こ
す
事
件
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、

平
穏
な
生
活
が
航
空
機
の
爆
音
と
墜
落
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
実
態
を
知
っ
た
。
改
め
て
平
和

の
大
切
さ
を
感
じ
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
の

中
止
を
求
め
る
と
と
も
に
、
平
和
・
人
権
・
民
主

主
義
の
憲
法
理
念
を
守
る
取
り
組
み
の
強
化
・
基

地
撤
去
の
運
動
の
強
化
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。　

　
　
　
（
東
京
信
号
技
セ
分
会　

彦
田　

貴
弘
）


